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佐
井
村
村
民
憲
章

一
、
宇

言
こ
欲
を

も
ち
、
知

性
と
良

識
の

あ
こ

れ
る
村

を
つ

く
り

ま
す

一
、
健
康

と
安
全
を

心

が
け
、

明

る
く
楽
し

い
拊
を
つ
く
り
ま
す

一
、
勤
労

を
熹

叫

力

を
合
か

け
て

豊

か
な
村

を
つ

く
り
ま

す

一
、
自
然

を
守
り

、
人

を
愛

し

、

心
や
さ
し

い
村

を
つ
く

り
ま
す

一
、
心
身

と
も

に
健
全

な
子
の

育
つ

暖
か
い
家

庭

と
村
を
つ
く
り
ま
す

言

一
之
墾

』
躰

躾

藐

ぜ

コ

▽

①

①

①

回

達

成

夏
・
の
令
爾

交
通
安
全
運
動
羂
回

中
の
七
月
二
十
二
囗
、
交
典
空
匸

事
故
死
ゼ
ロ

ー
、
○
○
○
日
が
達

成
さ
札
主
し
か
。

こ
れ
か
ら
は
、
一
ミ

０
０
０
日

と
新
た
な
目
標
ド
圓
け
て
、
村
民

が
一
丸
と
な
ユ

父
通
安
・
全
違
動
に

耿
り
組
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

令

王
愈

内

甞

▽

ペ
ー
ジ

２

。
特
集
友

害
に
備
え
る

３

第
三
回

佐
井
村
物
産
展
開
催

４

１
５

村
の
話
題

６

１
７

社
会
教
育
万
よ
り

８
１
９

保
健
婦
だ
よ
り

１０
１
１１
］

交
母
だ
よ
り

１２

税
務
だ
上
り

年
金
万
よ
り

Ｂ

投
稿
。

随
想
「
過
疎
か
過
密
士

皿

く
ら
匸
の
情
報

戸
籍
の
窓
口



特
集災害に備える
８月３０日～９月５日は「防災週間ＪＯ９月１日は「防災の日」です。

豊かな水に恵まれ、四季の変化の美しい日本。しかし、

その一方で、台風の通り道に当たり、地震が多いという 泣゙

き所″を抱えていることも忘れてはなりません。

９月１日は「防災の日」。８月３０日から９月５日までは

「防災週間」です。この機会に、台風と地震に対する日ご

ろの備えを、もう一度見直してみてはいかがでしょう 力ヽ。

台
風
に
備
え
る

正
し
い
情
報
を
よ
り
早
く

怖
い
も
の
の
代
名
詞
と
い
え
ば
。

「
地
震
、
雷
、
火
事
、
お
や
じ
」
と

昔
か
ら
相
場
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
台
風
は
こ
の
中
に
入
っ

て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

台
風
が
、
地
震
や
雷
と
い
ち
ば
ん

違
う
と
こ
ろ
は
、
他
の
災
害

が
突
発

的
に
発
生
す
る
の
に
対
し
、
台
風
は

規
模
や
進
路
な
ど
を
あ
る
程
度
予
測

で
き
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
扣

言
い
換
え
れ
ば
、
正
し
い
情
報
を
よ

り
早
く
知
り
、
備
え
が
で

き
れ
ば
、

台
風
の
被
害
は
最
小
限
に
く
い
止
め

ら
れ
る
、
と
い
え
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
台
風
の
進
路
予
報
図

の
表
示
方
法
が
、
今
年
の
六
月
か
ら

新
し
く
変
わ
り
ま
し
た
。
い
ざ
、
台

風
が
近
づ
い
て
か
ら
あ
わ
て
ふ
た
め

い
た
り
し
な
い
よ
う
、
前
も
っ
て
正

し
い
見
方
を
覚
え
て
お
き
た
い
も
の

で
す
。
防
災
の
第
一
歩
は
、
日
ご
ろ

の
備
え
と
正
し
い
情
報
の
入
手
に
あ

る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

台
風
の
新
し
い
進
路
予
報

暴
風
警
戒
域
に
注
目
し
よ
う

今
ま
で
の
進
路
予
報
の
表
示
方
法

（
図
１
Ａ
）
は
、
ナ

ー時
問
後
、
ま

た
は
二
十
四
時
間
後
に
台
風
の
中
心

が
く
る
と
予
想
さ
れ
る
地
域
を
「
予

報
円
」
と
し
て
、
破
線
で
表
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
表
示
方
法
の
欠
点
は
、

予
報
円
が
暴
風
の
吹
く
範
囲
と
勘
違

い
さ
れ
や
す
い
こ
と
で
し
た
。
つ
ま

り
、
破
線
の
外
側
な
ら
安
全
ｉ

と

い
う
錯
覚
を
起
こ
し
や
す
か
っ
た
と

い
え
ま
す
。

新
し
い
表
示
方
法
（
図
－

Ｂ
）
は
、

こ
れ
ま
で
の
予
報
円
の
表
示
の
ほ
か

に
、
暴
風
域
と
暴
風
警
戒
域
を
実
線

で
付
け
加
え
た
も
の
で
す
。
暴
風
域

と
は
、
平
均
風
速
毎
秒
二
十
五
メ
ー

ト
ル
以
上
の
暴
風
が
実
際
に
吹
い
て

い
る
範
囲
。
暴
風
警
戒
域
と
は
、
予

想
時
刻
に
暴
風
域
に
な
る
恐
れ
の
あ

る
範
囲
で
す
。
台
風
の
中
心
や
菷
風

域
が
、
予
報
円
、
暴
風
警
戒
域
の
円

内
に
入
る
確
率
は
、
と
も
に
六
〇
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
暴
風
域
の
外
側
に
は
、
風

速
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
強
い
風
加

吹
く
「
強
風
域
」
が
必
ず
あ
り
ま
す
。

暴
風
警
戒
域
の
外
側
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
決
し
て
気
を
緩
め
る
こ
と
の
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

自
分

勝
手
な
判

断

が

被
害
を

よ
り
大

き

く
す

る

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
表
示
方

法
で
は
、
予
報
円
の
中
心
に
×
印
が

付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
台
風
の
中

心
が
×
印
に
来
る
可
能
性
が
一
番
高

い
こ
と
を
表
し
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
×
印
が
あ
る
と
、

台
風
の
中
心
が
必
ず
こ
の
位
置
に
来

る
も
の
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
た
め
、

新
し
い
表
示
方
法
で
は
省
略
さ
れ
ま

し
た
。
台
風
の
進
路
や
勢
力
は
、
ま
る
で

生
き
物
の
よ
う
に
変
化
し
ま
す
。
朝

の
予
報
で
は
、
上
陸
し
な
い
と
の
見

通
し
も
、
午
後
に
な
っ
て
か
ら
急
に

進
路
を
変
え
て
上
陸
Ｊ

と
い
う
こ

と
も
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
す
。

で
す
か
ら
台
風
情
報
を
一
度
だ
け

聞
い
て
、
自
分
で
勝
手
に
判
断
を
下

す
の
は
大
変
危
険
で
す
。
被
害
を
大

き
く
し
な
い
た
め
に
は
、
次
々
に
出

さ
れ
る
予
報
を
注
意
深
く
聞
い
て
、

そ
の
都
度
判
断
す
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。

▲
上
の
写
真
は
、
昭
和
６０
年
８
月
３０

日
、
気
象
衛
星
ひ
ま
Ｉ．

が
と
ら
え
た

台
風
１２
号
、
１３
号
、
１４
号
（
左

か
ら
）
の
衛
星
画
像
。
下

の

こ
フ
フ
は
、
地

震
計

が
と
ら
え

た
「
昭
和
５９
年

長
野
県
西

部
地
震
」
の
東

西
″い
揺
れ
。



第 ３ 回
佐井村物産展開催

▲昨年行われた第２回物産展

村
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
農

林
水
産
、
商
工
、
観
光
、
村
の
産

業
を
一
堂
に
会
し
、
そ
の
現
状
に

つ
い
て
村
民
に
対
し
て
認
識
を
深

め
さ
せ
、
将
来
へ
の
展
望
を
図
る

と
と
も
に
、
農
林
水
産
物
の
収
穫

に
感
謝
し
、
農
林
漁
家
の
生
産
意

欲
と
技
術
を
高
揚
さ
せ
、
村
産
業

の
活
性
化
と
一
層
の
発
展
を
期
す

る
た
め
物
産
展
を
実
施
し
ま
す
。

Ｏ
主
催

佐

井

村

Ｏ
協
賛
（
後
援
）

佐
井
村
漁
業
協
同
組
合
、
下
北

農
業
協
同
組
合
、
佐
井
村
商
工
会

佐
井
村
観
光
協
会
、
佐
井
村
農
業

委
員
会
、
佐
井
営
林
署
、
下
北
ヒ

バ
エ
芸
企
業
組
合
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

〇
期
日
昭
和
６１
年
１０
月
２５
日
出
２６
日
㈲

２５
日
出
午
前
９
時
～
午
後
５
時

２６
日
㈲
午
前
９
時
～
午
後
３
時

○
場
所
佐
井
村
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

○
主
要
実
施
内
容

圉
農
林
水
産
物
共
進
会

口
農
林
水
産
物
即
売
会

圓
商
工
展

㈲
生
活
改
善
、
お
米
展

㈲
健
康
展

㈲
森
林
展

○
Ｎ
Ｔ
Ｔ
展

○
電
力
展

Ｏ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
展

〇
運
営
等

本
催
事
の
運
営
主
担
は
、
農
林

経
済
課
・
水
産
課
と
す
る
が
、
展

示
等
各
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、

関
係
団
体
等
の
協
力
を
得
て
行
う

も
の
と
す
る
。

Ｏ
出
品
剛
出
品
資
格

村
内
に
居
住
す
る
農
業
者
、

水
産
業
者
及
び
生
産
組
合
団
体

と
す
る
。

㈲
出
品
物

出
品
物
は
、
昭
和
六
十
一
年

度
に
生
産
、
加
工
し
た
も
の
と

す
る
。

㈹
受
付
出
品
物
の
受
付
は
、
開
催
日

前
日
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま

で
と
し
、
そ
の
管
理
、
陳
列
は

村
長
の
指
示
に
よ
る
も
の
と
す

る
。
出
品
物
の
搬
入
は
、
農
産

物
は
農
協
、
水
産
物
は
漁
協
が

一
括
し
て
行
い
、
そ
の
他
の
物

は
直
接
会
場
へ
搬
入
す
る
。

〇
審
査
及
び
褒
賞

一

出
品
物
は
す
べ
て
審
査
し
、

村
長
は
審
査
委
員
長
及
び
審
査

委
員
を
委
嘱
し
て
出
品
物
の
審

査
を
行
う
。

●
出
品
物
の
審
査
基
準
、
審
査

方
法
は
、
審
査
委
員
会
で
決
定

し
、
審
査
の
結
果
に
つ
い
て
は

異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と`
は
で

き
な
い
。

●
出
品
物
は
審
査
の
結
果
に
従

い
褒
賞
し
、
表
彰
は
村
長
が
別

に
定
め
る
日
と
す
る
。

○
出
品
規
格

別
表
の
と
お
り
。

出 品 規 格

部門 区 分 数 量 及 び 規 格

１

農

産

物

展

１．水 陸 稲

稲 株

玄 米

も み

５株 １株ずつ水洗して根を結束する。

２ｋｇ 雑物を除き精選しポリ袋に入れる。

２．そ さ い 大根３ヶ、カブ５ヶ、茱部３分の２切り捨

てる。人参、ごぼう各５本、かぼちや２ヶ

長いも３本、馬鈴薯、さつまいも５ヶ、ゆ

り３ヶ。

根 菜 類

葉 菜 類

結球はくさい３ヶ、キャベツ３ヶ、ネギ１０

本、ほうれん草等葉菜類２束（１束５株）

水洗いし根を切る。食用菊は ２００ｇをポリ

袋に入れる。

西洋野菜
ピーマン５ケ、カリフラワー２ケ、レタス

３株、セロリ、パセリ２株、サラダ菜２株ｏ

３．雑 穀

大・小豆、ささげ、なたね、そばその他各

１ｋｇ、雑物を除き精選してポリ袋に入れる。

とうもろこし３本。

２

水

産

物

展

１．乾 物

２．加 工 食品

○海草（昆布、ヒジキ、若布、モスク）

昆布、若布は県漁連規格とし、ヒジキは

１００ｇ、モスクは３００ｇポリ袋に入れる。

○スルメ１束５枚。

○その他水産加工品 ２００ｇ以上２袋。

３
生善
活
改展

卜 特産物を生

かした料理

今年とれた農、水産物を利用し、地域性を

生かした料理、保存食。展示用、審査用各

一皿（材料作り方添付）

４
林物
産展

１．食 品
くり、くるみ各２０ヶ、きのこ類 １００ｇポリ

袋に入れて２ヶ、加工品、山菜加工品。

５
そ他
の

１．観光物産他 手造りのみやげ品（材料作り方添付）



六
月
十
八
日
、
佐
井
村
振
興
セ

ン
タ
ー
に
下
北
郡
の
三
町
四
村
か

ら
三
百
名
の
社
会
福
祉
関
係
者
が

集
い
、
よ
り
良
い
地
域
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
、
下
北
郡
社
会
福
祉

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
の
式
典
で
は
、
長
後
小
中

学
校
が
、
福
祉
協
力
校
指
定
期
間

終
了
後
も
継
続
し
て
福
祉
施
設
の

慰
問
を
行
っ
て
い
る
功
績
が
認
め

ら
れ
、
下
北
郡
社
会
福
祉
協
議
会

長
か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
昼
食
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

に
は
、
佐
井
中
学
校
吹
奏
楽
部
員

三
十
五
名
の
み
な
さ
ん
が
熱
演
し

喝
釆
を
う
け
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
体
験
発
表
に
は
。

「
寿
会
の
活
動
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
佐
井
村
老
人
ク
ラ
ブ
の
鈴
木

福
太
郎
さ
ん
、
「
青
森
県
青
年
の

船
に
参
加
し
て
」
と
題
し
て
青
年

の
船
下
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
の
東
出

守
男
さ
ん
が
登
壇
し
、
熱
弁
を
ふ

る
っ
て
万
雷
の
拍
手
を
う
け
ま
し

た
。ま
た
、
第
一
分
科
会
の
「
在
宅

老
人
の
福
祉
に
つ
い
て
」
で
は
、

司
会
者
が
山
本
正
さ
ん
、
話
題
提

供
者
に
若
山
正
夫
さ
ん
と
佐
井
村

民
生
、
児
童
委
員
協
議
会
の
総
務

副
総
務
が
担
当
し
、
深
刻
な
実
例

に
参
加
者
の
熱
心
な
質
問
、
意
見

が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
、
タ
イ
ム
オ

ー
バ
ー
す
る
熱
の
入
っ
た
分
科
会

で
し
た
。

▲福祉大会

▲川目交母会の草刈り作業

川

目

交

母

会

の

み

な

さ

ん

ご

苦

労

。さ

ま

で

し

た

先
日
の
自
発
的
な
道
路
の
草
刈

り
作
業
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
安
全
な
道

路
、
ま
た
、
予
定
時
刻
ま
で
に
登

校
で
き
る
よ
う
に
と
、
一
生
懸
命

に
草
刈
ガ
マ
を
ふ
る
う
み
な
さ
ん

に
心
打
た
れ
ま
し
た
。

正
直
言
っ
て
、
結
成
当
時
の
交

毋
会
は
、
ア
キ
缶
拾
い
の
作
業
に

も
、
と
も
す
れ
ば
グ
チ
の
方
が
多

く
残
念
で
な
ら
な
か
っ
た
思
い
出

も
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
れ
か
ら
七

年
、
自
立
し
た
川
「

、母
会
の
み

な
さ
ん
に
感
謝
の
他
あ
り
ま
せ
ん
。

川
目
の
子
ど
も
た
ち
が
、
き
っ

と
確
か
な
目
で
見
て
、
感
じ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
毎

日
安
心
し
て
登
校
し
、
勉
強
し
、

家
へ
帰
り
、
安
全
な
家
庭
環
境
の

中
で
、
し
っ
か
り
育
っ
て
行
け
る

こ
と
を
目
的
に
思
い
を
上
せ
あ
い

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
ま

し
ょ
う
。
や
が
て
、
思
い
や
り
の

あ
る
、
た
の
も
し
い
若
者
に
な
り

や
は
り
相
手
の
立
場
を
も
思
い
、

道
路
の
草
刈
り
作
業
も
し
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
子
ど

も
は
母
親
の
鏡
だ
と
良
く
言
う
か

交
母
会
会
長

本籍は佐井村です皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
の

名
前
は
、
ナ
ヌ
カ
ザ
メ
で
す
。

８０
メ
ー
ト
ル
の
海
の
底
を
泳
い

で
い
ま
し
た
が
運
が
悪
か
っ
た
の

か
６
月
の
１９
日
に
矢
越
の
川
畑
清

江
さ
ん
の
平
目
剌
網
に
ひ
っ
か
か

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
見
た
目
は

ご
ら
ん
の
通
り
頭
で
っ
か
ち
の
ち

ょ
っ
と
太
目
の
サ
メ
で
す
。
体
長

Ｉ
メ
ー
ト
ル
２０
セ
ン
チ
、
ウ
ェ
ス

ト
７０
セ
ン
チ
で
褐
色
の
模
様
を
ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
し
て
い
ま
す
。

他
の
サ
メ
君
達
は
、
胎
生
と
い
っ

て
生
ま
れ
た
時
か
ら
サ
メ
の
か
っ

こ
う
を
し
て
い
ま
す
が
、
私
は
卵

生
と
い
っ
て
卵
で
生
ま
れ
ま
す
。

普
通
サ
メ
達
は
、
カ
マ
ボ
コ
に
さ

れ
ま
す
が
、
生
き
て
陸
上
に
遅
れ

ら
れ
て
来
た
の
は
珍
ら
し
い
か
ら

と
現
在
私
は
、
県
立
浅
虫
水
族
館

で
元
気
に
泳
い
で
い
ま
す
。
水
族

館
に
は
、
ナ
ヌ
カ
ザ
メ
の
先
輩
が

一
匹
い
ま
す
か
ら
私
で
二
匹
目
に

な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
浅
虫
に
来

る
時
が
あ
り
ま
し
た
ら
見
に
来
て

下
さ
い
。

坊犯灯５基を寄贈青
森
銀
行
従
業
員
組
合
で
は
、

こ
の
ほ
ど
役
場
を
訪
ず
れ
、
地
域

の
防
犯
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と

防
犯
灯
五
基
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
こ
の
防
犯
灯
は
、
原

田
地
区
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
り

住
民
の
役
に
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。



リ ズ ム と共 に

ダン スパ ーティ ー

一佐井ダンス麥酲会－

六
月
二
十
五
日
、
午
後
七
時
か

ら
振
興
セ
ン
タ
ー
総
合
研
修
室
で
、

佐
井
ダ
ン
ス
愛
好
会
の
パ
ー
テ
ィ

が
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
米
沢
耕
一
、
坂
本
練
一

さ
ん
ら
が
、
初
心
者
に
も
や
さ
し

く
指
導
し
、
ま
た
熟
練
者
た
ち
は

巧
み
な
リ
ー
ド
で
、
ル
ン
バ
、
ワ

ル
ツ
、
タ
ン
ゴ
、
ジ
ル
バ
、
マ
ン

ボ
、
ブ
ル
ー
ス
な
ど
の
リ
ズ
ム
に

の
っ
て
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。会
場
に
は
、
休
憩
席
が
四
ヵ
所

作
ら
れ
、
軽
飲
食
も
で
き
、
参
加

し
た
人
た
ち
に
喜
ば
れ
、
二
時
間

の
パ
士
ア
イ
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で

す
。中
央
公
民
館
か
ら
、
大
石
館
長

補
佐
、
議
員
の
坂
井
吾
一
氏
ら
も

出
席
し
、
特
に
青
年
た
ち
に
参
加

を
呼
び
か
け
、
愛
好
の
輪
を
広
げ

よ
う
と
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

国

有

林

の

分

收

育

林

案

内

－

緑
の
オ
ー
ナ
ー
募
集
中
－

我
が
郷
土
佐
井
に
あ
な
た
の
ル

枦
を
お
持
ち
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

○
今
年
度
募
集
す
る
森
林
は
、
植

林
後
約
三
十
年
の
ス
ギ
人
工
林
で

す
。
○
こ
の
森
林
に
一
口
五
十
万
円
出

資
す
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
国
有
林

樹
木
の
共
有
者
（
オ
ー
ナ
ー
）
に

な
れ
ま
す
。
お
一
人
で
何
囗
で
も

応
募
で
き
ま
す
。

Ｏ
こ
の
森
林
は
、
約
二
十
年
後
に

販
売
し
、
そ
の
収
益
が
持
ち
分
の

割
合
に
応
じ
て
分
配
さ
れ
ま
す
。

Ｏ
詳
し
い
こ
と
は
、
佐
井
営
林
署

三
天
－

二
二
一
二

に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

節

水

に

ご

協

力

を

最
近
、
水
道
管
の
老
朽
化
に
よ

り
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
用
分
水
栓

付
近
か
ら
の
漏
水
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
中
道
、
原
田
、
矢

越
、
磯
谷
な
ど
の
高
い
地
区
は
、

毎
日
の
よ
う
に
断
水
し
、
大
変
不

便
を
し
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
解
消
す
る
に
は
、
水

道
管
を
入
れ
替
え
す
る
こ
と
が
一

番
よ
い
こ
と
で
す
が
、
ぼ
う
大
な

費
用
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
十
分

な
資
金
計
画
を
樹
て
改
良
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
ま
だ
時
間
を
要
し

ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
断
水
区
域
を

解
消
す
る
唯
一
の
方
法
と
し
て
は

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
節
水
へ

の
ご
協
力
に
よ
る
ほ
か
あ
り
ま
せ

ん
。
今
一
度
み
な
さ
ん
の
節
水
に

ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

○
次
の
こ
と
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

・
側
溝
清
掃
に
消
火
栓
を
使
用
し

な
い
こ
と
。

・
家
庭
、
そ
の
他
、
水
道
の
出
し

放
し
を
し
な
い
こ
と
。

・
ビ
ニ
ー
ル
ホ
ー
ス
を
洗
た
く
機

ま
た
は
そ
の
他
水
槽
に
入
れ
て

使
用
し
て
い
る
と
き
断
水
す
る

と
、
汚
れ
た
水
が
吸
い
込
ま
れ

水
道
管
に
入
る
の
で
大
変
危
険

で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

野鳥と野兎、自由の山野へ七
月
五
月
（
土
）
、
長
後
小
中
の

ガ
ラ
ス
に
し
ょ
う
突
、
シ
ョ
ッ
ク
で

気
を
失
っ
た
野
鳥
の
ア
オ
ジ
（
メ

ス
）
を
、
中
二
池
田
正
樹
、
同
大

石
学
く
ん
ら
が
発
見
、
虫
を
与
え

元
気
に
な
っ
た
の
で
放
し
て
や
っ

た
。ア
オ
ジ
は
、
名
の
よ
う
に
、
全

体
が
緑
色
を
し
た
雀
大
の
鳥
。
本

州
中
部
か
ら
北
の
方
で
繁
殖
し
、

冬
に
は
雪
の
少
な
い
地
方
や
、
琉

球
列
島
を
ふ
く
め
全
国
に
散
る
。

四
月
初
旬
、
佐
井
に
は
四
、
石

十
羽
程
の
集
団
で
渡
っ
て
き
て
、

分
散
し
て
繁
殖
す
る
。

同
日
、
滝
本
久
子
さ
ん
が
畑
の

真
中
で
、
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
、

ト
ウ
ホ
ク
ノ
ウ
サ
ギ
の
仟
（
生
彷

二
ヵ
月
以
上
）
を
発
見
、
疲
労
が

は
げ
し
い
の
で

ビ
タ
ミ
ン
薬
、
卞

り
つ
ぶ
し
た
ク
ル
ミ
の
実
を
ま
ぜ

た
野
菜
を
与
え
、
保
護
し
た
ら
元

気
に
回
復
、
中
三
畑
野
直
人
く
Ｘ

が
、
六
日
夕
方
、
山
へ
放
し
た
。

ト
ウ
ホ
ク
ノ
ウ
サ
ギ
は
、
山
兎

と
い
わ
れ
、
冬
に
は
毛
が
か
わ
り
、

白
く
な
る
。

二
十
数
年
前
か
ら
、
数
が
少
く

な
っ
て
い
る
。

冠婚葬祭の
簡素化を
実行しまし
よつ。

①
村
条
令
を
理
解
し
、
結
婚
披
露

宴
は
会
費
制
と
し
、
引
出
物
を
卍

め
ま
し
ょ
う
。

②
会
葬
者
に
通
夜
酒
、
飲
物
パ
ッ

ク
を
贈
る
こ
と
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

佐
井
村
中
央
公
民
館



枇

龠

臘
帰
一
″
‘
よ

り

地
域
に
拓
か
れ
た
家
庭
教
育

－

中

学

校

期

②
－

規
則
正
し
い
生
活
習
慣
づ
く
り

一
、
こ
の
時
期
、
子
ど
も
は
、
利

己
主
義
に
陥
っ
た
り
、
心
身
の
バ

ラ
ン
ス
や
生
活
リ
ズ
ム
を
崩
し
た

り
し
て
過
激
な
行
動
に
走
り
が
ち

で
す
が
、
親
は
責
任
転
嫁
を
し
な

い
で
大
所
高
所
か
ら
適
切
な
助
言

援
助
を
す
る
こ
と
で
す
。

一
、
後
始
末
な
ど
さ
さ
い
な
こ
と

で
も
、
な
お
ざ
り
に
し
な
い
で
整

理
・
整
と
ん
を
し
た
り
、
正
確
に

処
理
す
る
生
活
の
習
慣
を
し
つ
け

る
こ
と
で
す
。

一
、
物
を
大
切
に
す
る
子
ど
も
の

心
を
養
う
に
は
、
親
自
身
堅
実
な

消
費
者
と
し
て
の
姿
勢
を
保
つ
こ

と
で
す
。

一
、
き
ま
り
や
習
慣
か
ら
、
子
ど

も
は
逸
脱
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

が
ち
で
す
が
、
親
は
、
子
ど
も
に

で
き
る
こ
と
は
積
極
的
に
実
践
さ

せ
、
自
主
性
を
助
長
す
る
こ
と
で

す
。

一
、
家
族
が
協
力
し
て
家
事
を
し

た
り
、
親
子
で
地
域
活
動
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
人
々
と
の
協
調
、
連
帯
の
必

要
性
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

情
報
受
容
の
世
代
間
較
差

一
、
子
ど
も
の
心
情
を
よ
く
理
解

す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
親
自
身
が

隣
近
所
の
人
々
と
の
情
報
交
換
や

地
域
活
動
な
ど
へ
参
加
す
る
こ
と

が
大
変
役
だ
ち
ま
す
。

一
、
親
子
の
断
絶
を
な
く
す
る
た

め
に
は
、
と
き
に
は
意
識
的
に
子

ど
も
か
ら
離
れ
、
相
互
に
批
判
し

あ
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

一
、
子
ど
も
の
自
立
心
を
育
て
る

最
も
大
き
な
支
え
は
、
親
自
身
の

人
生
に
対
す
る
定
見
を
語
り
伝
え

る
こ
と
で
す
。

一
、
子
ど
も
は
、
低
俗
な
映
像
文

化
な
ど
か
ら
過
度
の
刺
激
今
受
け

精
神
的
不
安
に
陥
り
が
ち
で
す
。

こ
れ
を
解
消
す
る
た
乃
、
親
は
気

軽
な
意
見
交
換
が
で
き
る
家
庭
の

雰
囲
気
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
す
。

一
、
地
域
活
動
の
中
に
、
祖
父
母

親
子
が
参
加
す
る
懇
談
会
な
ど
、

世
代
間
の
意
見
交
換
が
で
き
る
事

業
を
意
図
的
に
設
定
す
る
こ
と
も

効
果
が
あ
り
ま
す
。

地
域
社
会
形
成
者
と
し
て
の
意
識

一
、
子
ど
も
に
地
域
社
会
で
の
役

割
意
識
を
持
た
せ
る
た
め
に
は
、

親
は
、
普
段
か
ら
子
ど
も
に
家
庭

生
活
で
の
役
割
や
責
任
を
果
た
さ

せ
る
こ
と
で
す
。

一
、
地
域
の
伝
統
行
事
継
承
や
団

体
活
動
な
ど
、
子
ど
も
の
体
験
学

習
の
場
は
、
親
と
地
域
の
大
人
が

一
体
と
な
っ
て
設
定
し
た
り
、
見

守
っ
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

一
、
親
は
、
地
域
社
会
の

匸
貝
と

し
て
、
子
ど
も
に
誇
れ
る
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
で

す
。
一
、
親
は
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域

活
動
の
育
成
に
、
率
先
し
て
指
導

的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
す
。

一
。
日
常
生
活
で
の
親
同
志
の
な

ご
や
か
な
近
所
づ
き
あ
い
は
、
子

ど
も
の
連
帯
感
を
は
ぐ
く
む
源
泉

で
す
。

（
県
教
育
委
員
会
発
行

「
歩
み
」
よ
り

連
載
終
了
）

各

地

区

公

民

館

か

ら

◇

矢

越
地

区

館

６

月

１４

日

（

土

）

開

級
式

。

地

区

学

級
計

画

が
次

の

と

お
り

決

ま

り

ま
し

た
。

６

月

料
理

教
室

７

月

舞

踊

教
室

９

月

着

付

教
室

、

農

業

教

室

１０
月

ス

ポ

ー

ツ

教
室

、

家

庭

教

育

１１（

月

芸
能

教

室

、

手

芸
、

漁

業

講
座

１
月

郷

土
芸

能

伝

承

教
室

２

月

舞

踊
教

室

、

七

宝

焼

◇

長
後

地

区
館

６

月

２７

日
（

金

）
開

級
式

。

７
月

舞

踊

教
室

、

親

と

子

の
水

泳

教
室

９
月

ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
老
人
と

語
る
集
い

１０
月

郷
土
芸
能
伝
承
教
室
、
舞

踊
教
室

１２
月

繩
の
結
び
方
教
室

１
月

社
交
ダ
ン
ス
教
室

２
月

漁
業
講
座
、
ビ
デ
オ
鑑
賞

おはよう走ろう会

おはよう走ろう会

日程表（○印が開

催日です）
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順

位

決

定

戦

サ

ー

テ

ィ

２
－

１

象

さ

ん

（
優

勝

）

（

準

優

勝

）

し

も

し

ん

３

ｊ

Ｏ

中

道

（
第

三

位

）

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

に

（
男
子
）
〈
７
月
１０
日
大
畑
町
〉

‐
東

通
村

・
風

間

浦
村

・
脇

野

沢
村

‐
佐

井

村

（

家

庭

婦

人

）

〈
７

月

１０

日

〉

東

通

村

・
脇
野

沢

村

‐
佐

井

村

（

女
子

）

〈
７
月

１７
日

佐

井

村

〉

風
間
浦
村

佐
井
村

○
軟
式
野
球
の
部
脇
野
沢
村

佐
井
村

風
間
浦
村

東
通
村

〈
７
月
１６
日

脇
野
沢
村
〉

青年大会郡予選
○
バ

ス

ケ
ッ

ト

ボ
ー

ル

の
部

大

間

町

２

勝

佐

井

村

―
勝

１
敗

川
内

町

２

敗

［
大

間

、

佐

井

、

県
大

会

］

○

バ
レ

ー

ボ
ー

ル
の

部

川
内

町

２

勝

風
間

浦
村

１

勝

１

敗

佐
井

村

２

敗

佐
井
村
中
央
公
民
館

俳
句

と
短
歌

教
室

俳

句
浜
中

よ
ん

虫
干
し
や
誰
が
蕕
る
や
ら
此
の
紬

梅
雨
時
の
着
物
た
た
み
て
障
脳
入

れ石
南
花
の
花
を
求
め
て
蟻
群
れ
る

島
野

房
子

露
涼
し
辺
り
気
に
な
る
投
票
日

こ
の

Ｉ
票
う
け
て
政
治
の
衣
更
え

選
挙
戦
終
え
て
真
夏
の
静
け
さ
よ

中
谷
サ
ツ
ェ

梅
雨
長
し
晴
間
盗
み
で
草
む
し
り

梅
雨
寒
や
子
を
逝
か
し
め
し
母
の

肩喪
の
人
に
梅
雨
明
け
近
し
鴉
鳴
く

木
村
さ
ち
子

疝
雨
空
の
晴
れ
問
に
き
こ
ゆ
子
ら

の
喚
声

七
夕
や
あ
ま
り
に
多
き
子
の
願
い

星
ま
つ
り
親
の
願
い
と
子
の
願
い

孫
二
人
祖
母
に
電
話
の
星
ま
つ
り

「
尸
イ
リ
ス
の
咲
き
忘
れ
得
ぬ
友
な

り
し

川
岸
キ
ョ
子

花
椿
ほ
と
り
と
石
に
夏
来
る

花
び
ら
の
起
き
状
す
牡
丹
揺
れ
に

け
り
綿
胞
子
気
ま
ま
に
飛
ん
で
池
水
に

夕
立
ち
や
止
み
て
墓
石
の
文
字
浮

き
ぬ
病
葉
の
石
燈
篭
に
寄
り
そ
よ
ぎ

夕
闇
を
わ
け
く
る
如
し
遠
蛙

泉
田
タ
ッ
子

馬
鈴
薯
の
花
に
逆
ろ
う
蝶
一
つ

短
夜
の
娘
孫
と
交
寸
長
電
話

洗
濯
を
干
し
た
る
手
に
も
初
夏
の
風

長
袖
を
出
し
て
箪
笥
に
夏
衣

逝
き
し
入
茴
べ
ば
わ
び
し
五
月
雨

三
上

敏

梅
雨
に
ぬ
れ
紅
ま
ぶ
し
芥
子
の
花

迷
い
き
て
ゆ
ら
ゆ
ら
素
早
き
梅
雨

の
蝶
い
ろ
づ
き
て
青
に
ま
ぎ
れ
ず
梅
雨

の
梅
身
を
細
め
咲
く
ア
イ
リ
ス
よ
梅
雨

深
し
梅
雨
の
海
静
も
り
藍
を
漑
し
お
り

田
名
部
ヒ
サ

ハ
マ
ナ
ス
に
た
だ
触
れ
去
り
し
旅

の
入
水
を
撒
く
乙
女
の
影
や
靴
白
し

日
の
照
り
で
蝉
と
郭
公
重
ね
啼
き

梅
雨
空
や
薄
光
さ
し
た
る
沖
の
点

小
論
の
前
後
か
ば
い
て
親
啼
け
り

夏
山
の
寺
の
廂
に
迫
り
く
る

と
ぎ
れ
読
む
歌
碑
を
取
り
ま
く
蔦

若
葉
余
桜
や
松
間
に
名
残
り
の
校
舎
隅

田
鎖

善
治

願
掛
の
池
の
睡
蓮
霧
に
浮
き

川
目
路
の
せ
せ
ら
ぎ
青
く
梅
雨
明

け
し
くろ
ぱ
え

う
に

黒
南
風
や
海
胆
採
る
舟
の
岸
近
く

糊
効
い
て
絣
の
白
き
更
衣

樫
若
葉
赤
飯
包
む
盆
の
入
り

短

歌
浜
中

よ
ん

今
日
こ
そ
と
庭
に
出
ず
れ
ば
イ
チ

ゴ
無
し
烏
に
負
け
て
空
を
眺
む
る

川
岸
キ
ヨ
子

登
り
ゆ
く
オ
ロ
フ
レ
峠
の
白
樺
に

刻
み
い
た
り
し
Ｋ
の
イ
ニ
シ
ャ
ル

霧
立
ち
し
高
原
走
る
車
窓
よ
り
富

士
さ
な
が
ら
に
羊
蹄
山
浮
ぶ

韭
剛
船
に
か
つ
て
栄
え
し
こ
の
湊

ニ
シ
ン
御
殿
に
暫
し
た
た
ず
む

大
石
健
次
郎

信
じ
い
し
も
の
崩
れ
ゆ
く
冬
海
の

夕
茜
色
薄
き
ひ
ろ
が
り

贈
う
れ
し
干
曲
川
べ
の
濁
り
酒
若

さ
無
頼
の
涙
の
日
あ
り
き

ア
マ
ニ
ュ
ウ
の
傘
花
白
く
咲
き
揃

う
浜
へ
沖
よ
り
海
霧
わ
き
迫
る

追
従
も
娼
に
も
疎
く
生
き
て
こ
し

貧
困
の
影
常
に
引
き
つ
つ



保健婦だより

夏バテを防ぐ

胃腸の健康管理

○
胃

腸

と
夏

バ
テ

の
関
係

夏
に
な
る
と
暑
さ
で
食
欲
が
お

ち
る
こ
と
は
、
だ
れ
で
も
経
験
し

ま
す
。
八
月
の
暑
い
気
候
に
な
る
と
、

胃
液
の
分
泌
が
減
り
、
胃
の
ぜ
ん

ど
う
運
動
も
弱
く
な
る
な
ど
、
暑

さ
の
た
め
胃
の
働
き
が
低
下
し
、

そ
の
た
め
に
食
欲
が
な
く
な
っ
て

き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
は
、
胃
の
働
き

が
寧
疋
る
こ
と
と
、
夏
の
か
ら
だ

全
体
の
生
活
状
態
と
は
密
接
な
関

係
が
あ
る
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
夏
は
夜
が
短
く
、
暑

さ
で
寝
苦
し
い
た
め
寝
不
足
に
な

り
が
ち
で
す
。
ま
た
大
量
の
汗
を

か
く
の
で
、
そ
れ
だ
け
で
も
相
当

の
体
力
を
消
耗
さ
せ
ま
す
。
そ
の

上
、
大
量
の
汗
と
と
も
に
体
力
の

塩
分
が
い
っ
し
ょ
に
出
る
こ
と
に

な
り
、
体
力
の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ

ま
す
し
、
消
化
に
も
大
き
く
影
響

を
あ
た
え
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
夏
バ
テ
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
胃
腸
の
健
康
管
理
か

大
事
で
す
し
、
胃
腸
の
健
康
を
保

つ
た
め
に
は
、
栄
養
不
足
、
睡
眠

不
足
、
過
労
な
ど
に
十
分
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
夏

の
胃

腸

の

健

康

法

①
食
事
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
、
と
く
に
た
ん
白
質

を
十
分
に
と
り
ま
す
。
暑
さ

で
食
欲
が
な
い
と
き
は
、
適

量
の
香
辛
料
を
使
う
と
胃
液

の
分
秘
を
う
冫
ｙ
し
、
食
欲

を
高
め
ま
す
。

②
脂
肪
分
の
高
い
食
物
は
、
胃

液
の
分
泌
、
ぜ
ん
ど
う
運
動

を
お
さ
え
る
働
き
が
あ
る
の

で
、
と
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
夏
は
汗
を
多
く
出
す
の
で
、

ど
う
し
て
も
電
解
質
や
ビ
タ

ミ
ン
の
多
い
果
物
や
緑
の
野

菜
を
た
く
さ
ん
と
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

④
暑
い
か
ら
と
い
っ
て
水
の
が

ブ
飲
み
は
避
け
、
少
量
ず
つ

一
定
の
間
を
お
い
て
飲
む
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
と

十
分
な
睡
眠
を
と
り
過
労
を

避
け
る
こ
と
が
、
夏
の
胃
腸

の
健
康
に
い
ち
ば
ん
大
切
な

こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

⑥

気
分
的
に
も
暑
さ
に
負
け

い
な
い
で
、
早
起
き
し
て
ラ

ジ
オ
体
操
を
す
る
な
ど
、
積

極
的
な
夏
バ
テ
解
消
法
も
考

え
ま
し
ょ
う
。

民
間
療
法
と
の
つ
き
あ
い

民
間
療
法
は
花
盛
り
で
す
。
や

せ
る
方
法
か
ら
が
ん
の
治
る
薬
ま

で
に
ぎ
や
か
な
こ
と
で
す
。

一
時
、
紅
茶
キ
ノ
コ
と
い
う
の

が
大
流
行
し
ま
し
た
。
ガ
ン
を
含

む
十
種
類
の
病
気
に
効
く
と
宣
伝

さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ま
は
あ
と
か

た
も
あ
り
ま
せ
ん
。

○

偽

薬

効

果

薬
に
は
偽
薬
効
果
と
い
う
こ
と

が
あ
り
、
信
じ
て
か
か
れ
ば
痛
み

と
か
疲
労
と
か
い
う
よ
う
な
症
状

は
、
メ
リ
ケ
ン
粉
で
も
食
塩
注
射

で
も
、
約
３０
～
４０
％
は
軽
快
す
る

も
の
で
す
。
た
ん
に
心
理
的
な
効

果
に
過
ぎ
な
い
も
の
を
薬
理
学
的

効
果
（
薬
固
有
の
働
き
に
よ
る
効

果
）
と
勘
違
い
し
て
は
な
ら
な
い

の
で
す
。

紅
茶
キ
ノ
コ
や
ア
マ
チ
ャ
ズ
ル

の
よ
う
な
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
民
間

薬
の
場
合
は
、
流
行
の
洋
服
を
着

て
い
る
と
気
分
が
い
い
と
い
う
よ

う
な
も
の
で
、
一
種
の
集
団
暗
示

現
象
の
と
り
こ
と
な
り
が
ち
で
す
。

そ
の
か
わ
り
ブ
ー
ム
が
去
る
と
神

通
力
を
失
う
の
は
し
か
た
の
な
い

こ
と
で
す
。

慢
性
病
で
苦
し
ん
で
い
る
人
は

気
持
ち
が
落
ち
こ
み
や
す
く
、
迷

い
が
多
い
の
は
、
当
然
で
す
か
ら

ひ
と
の
話
す
誇
大
広
告
に
や
す
や

す
と
乗
り
、
偽
薬
効
果
に
振
り
ま

わ
さ
れ
る
の
は
あ
る
程
度
や
む
を

え
な
い
こ

。
。か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
生
命
に
か
か
か
る
よ
う

な
病
気
ｊ

た
と
え
ば
ガ
ン
な
ど
の

場
合
、
偽
薬
効
果
に
よ
る
一
時
的

な
安
心
感
の
と
り
こ
に
な
っ
て
い

る
と
手
術
の
機
会
を
逃
が
し
て
し

ま
っ
て
、
あ
と
で
と
り
か
え
し
の

つ
か
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。

○

医

師

に

話

し

て

か
ら
だ
の
異
常
を
感
じ
た
場
合

は
、
ま
ず
病
院
の
門
を
く
ぐ
っ
て

科
学
的
な
検
査
を
受
け
、
そ
の
指

示
に
し
た
が
う
こ
と
で
す
。
病
気

が
長
び
い
て
、
は
か
ば
か
し
い
経

過
を
と
ら
な
い
場
合
、
本
で
読
ん

だ
り
、
ひ
と
に
す
す
め
ら
れ
て
民

間
療
法
も
試
み
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
な
っ
た
と
き
は
で
き
る
だ
け

主
治
医
に
相
談
し
た
い
も
の
で
す
。



民
間
療
法
は
民
衆
の
あ
い
だ
で

経
験
的
に
選
択
さ
れ
て
出
現
し
た

も
の
で
す
か
ら
、
効
果
の
点
は
ま

だ
ア
テ
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
比
較

的
安
全
な
は
ず
で
す
。
し
か
し
な

か
に
は
副
作
用
の
あ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
漢
方
薬
な
ど
も
副
作
用

が
な
い
と
決
め
て
い
る
人
が
い
ま

す
が
、
け
っ
し
て
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
患
者
が
民

間
薬
を
の
ん
で
い
る
こ
と
を
主
治

医
が
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
と
い
ろ

い
ろ
不
都
合
が
起
こ
り
ま
す
。

Ｏ

治

療

の

原

則

病
気
を
治
す
た
め
の
原
則
は
、

自
然
の
理
法
に
で
き
る
だ
け
忠
実

に
従
う
こ
と
で
す
か
ら
、
本
来
。

「
異
物
」
で
あ
る
薬
な
ど
は
や
む

を
え
な
い
場
合
に
だ
け
、
し
か
も

で
き
る
だ
け
少
な
く
使
う

べ
き
で

す
。「
下
手
な
鉄
砲
も
数
撃
て
ば
当

た
る
」
と
い
う
よ
う
な
考
え
で
民

間
療
法
を
あ
さ
る
の
は
、
こ
れ
か

ら
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

丈夫で長生 き、健康法

（第１回）

アロエ健康法

健
康
食
品
ブ
ー
ム
と
あ
わ
せ
て

い
ろ
い
ろ
な
健
康
法
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
よ
り
、
シ
リ
ー
ズ
″
と
し

て
健
康
法
に
つ
い
て
載
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

第
一
回
目
と
し
て
、
ア

ロ
エ
健

康
法
に
つ
い
て
で
す
。

ア
ロ
エ
は
、
む
か
し
か
ら
「
医

者
い
ら
ず
」
と
い
わ
れ
て
民
間
で

さ
ま
ざ
ま
に
利
用
さ
れ
、
観
賞
用

を
か
ね
て
栽
培
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

民
間
薬
と
し
て
は
、
胃
弱
、
胃

痛
、
食
欲
不
振
、
便
秘
、
痔
、
高

血
圧
、
冷
え
症
、
お
で
き
、
や
け

ど
等
、
数
多
く
の
薬
効
が
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
科
学
的
に
し
っ

か
り
し
た
根
拠
が
あ
る
の
は
、
便

秘
と
健
胃
（
胃
腸
を
整
え
る
）
の

作
用
で
す
。

○
大
腸
を
刺
激
し
、
便
秘
を
な

お
す

ア

ロ
エ
に
は
、
ア
ロ
イ
ン
、
ア

ロ
エ
エ
モ
ジ
ン
と
呼
ば
れ
る
に
が

味
成
分
が
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
胆
汁
の
分
泌
を
活
発
に

す
る
と
と
も
、
大
腸
を
剌
激
し
、

下
剤
と
し
て
働
き
ま
す
。
こ
の
二

つ
の
物
質
は
、
「
日
本
薬
局
方
」

に
も
下
剤
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

る
ほ
ど
で
ブ

便
秘
の
と
き
に
は
少
量
を
続
け

て
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
す
る
と
大

変
よ
く
効
き
ま
す
。

○
胃
を
丈
夫
に
し
、
潰
瘍
を
防

胃
腸
の
調
子
か
か
る
い
と
き
や

食
欲
不
振
な
ど
に
も
効
果
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ア
ロ
エ
に
ふ
く
ま
れ
る

ア
ロ
エ
ウ
ル
シ
ン
と
い
う
成
分
に

は
潰
瘍
に
抵
抗
す
る
慟
き
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
胃
潰
瘍
や
十
二
指
腸

潰
瘍
に
も
劾
果
が
あ
り
ま
す
。

Ｏ
用
い
る
と
き
の
注
意

●
少
量
か
ら
始
め
る

ア
ロ
エ
は
効
き
め
が
強
い
の
で

そ
の
分
用
い
方
を
誤
る
と
副
作
用

が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
一
日
の
量
は
す
り
お
ろ

し
汁
に
し
た
も
の
で
大
さ
じ
２
杯

く
ら
い
が
限
度
で
す
。
こ
れ
を
２

３
回
に
分
け
て
用
い
ま
す
が
、
最

初
は
そ
の
％
く
ら
い
か
ら
始
め
て

く
だ
さ
い
。

●
こ
ん
な
人
は
用
い
な
い
よ

う
に

下
痢
ぎ
み
の
人
、
妊
娠
中
の
人
、

生
理
中
の
人
、
授
乳
中
の
人
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
胃
の
丈
夫
で
な
い

人
は
量
が
多
く
な
・
つ
な
い
よ
う
。

よ
く
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

●
や
け
ど
、
切
り
傷
、
あ
か

ぎ
れ
に
は

ア
ロ
エ
の
汁
に
は
殺
菌
作
用
が

あ
り
、
外
用
と
し
て
や
け
ど
、
傷
、

ひ
び
、
あ
か
ぎ
れ
な
ど
に
も
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
皮
膚
へ
の
刺
激
が
か

な
り
強
い
こ
と
、
ま
た
逆
に
傷
へ

の
細
菌
感
染
を
誘
発
さ
せ
る
危
険

性
も
あ
る
の
で
、
あ
ま
り
や
ら
な

い
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

－

ア

ロ
エ

酒
の

作
り

方
－

①
ア
ロ
エ
の
葉
３００
グ
ラ
ム
よ
く

洗
っ
て
、
水
分
を
ふ
き
と
り
、
２

～
３
セ
ン
チ
幅
に
切
る
。

②
容
器
に
入
れ
、
砂
糖
２００
グ
ラ

ム
と
１
．
８
リ
ッ
ト
ル
の
ホ
ワ
イ
ト
リ

カ
１
を
加
え
て
密
閉
し
、
冷
暗
所

に
三
ヶ
月
ほ
ど
お
く
と
飲
め
る
よ

う
に
な
る
。

③
一
度
に
さ
か
づ
き
Ｉ
～
２
杯

が
適
量
だ
が
、
苦
み
が
強
い
の
で

レ
モ
ン
や
（

チ
ミ
ツ
を
加
え
て
薄

め
る
と
飲
み
や
つ
く
な
る
。

※
生
食
や
汁
を
飲
む
よ
り
も
飲

み
や
す
く
、
お
だ
や
か
に
効

き
ま
す
。

８月の保健事業

２７日困 乳児検診

対 象 ６０年８月～１０月生

同 日 ３才児検診

対 象 ５８年１月～３月生

時 間 午後１２時３０分受付

※歯科検診も実施

同 日 乳児相談

対象児 ６１年１月・４月生

（４．７ヶ月児）

時 間 午前１０時受付

２８日出 献血



交佞だより

佐 井 村

交通安全母の会

安
全
な
村
を
目
指
し
て

私
は
、
ま
だ
一
度
も
交
通
事
故

の
光
景
を
見
た
事
が
な
い
。
ど
ん

な
に
恐
ろ
し
く
、
悲
し
い
も
の
な

の
か
。
今
日
ま
了
暑
ら
し
て
き
て

全
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

去
る
五
月
二
十
九
日
、
佐
井
中

学
校
で
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ

た
。
大
間
警
察
署
、
佐
井
村
交
通

安
全
母
の
会
の
み
な
さ
ん
が
、
私

た
ち
の
交
通
安
全
の
た
め
に
来
て

く
れ
た
。

交
通
安
全
教
室
で
、
私
か
一
番

心
に
残
っ
た
事
。
そ
れ
は
ゼ
ロ
の

提
言
と
い
う
映
画
だ
。
交
通
事
故

の
場
面
や
手
術
、
そ
の
治
療
な
ど

い
ろ
ん
な
例
が
写
し
出
さ
れ
て
い

た
。
あ
る
お
ば
さ
ん
が
事
故
に
あ

い
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
お
ば
さ
ん

は
歩
道
の
右
側
を
き
ち
ん
と
歩
い

佐
井
中
一
年

七

島
真

紀

子

て
い
た
。
そ
れ
な
の
に
運
転
手
は

い
ね
む
り
を
し
て
お
ば
さ
ん
を
ひ

い
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

悲
し
い
事
故
で
あ
っ
た
。
（
運

転
手
も
運
転
手
だ
。
い
ね
む
り
一

つ
で
尊
い
大
を

Ｉ
大
殺
し
て
し
ま

っ
て
…
…
人
の
命
は
一
つ
し
か
な

い
犬
切
な
宝
物
な
の
に
）
本
当
に

残
念
だ
っ
た
。
悲
し
か
っ
た
。
く

や
し
か
っ
た
。

こ
ん
な
事
が
佐
井
村
に
起
こ
ら

な
く
す
る
に
は
、
一
人
一
人
の
心

が
肝
心
な
の
だ
。
み
ん
な
が
交
通

規
則
を
守
り
、
心
が
一
つ
に
ま
と

ま
れ
ば
交
通
事
故
は
防
止
で
き
る

と
思
う
。

「
佐
井
村
は
、
第
一
に
自
然
が
豊

富
だ
」
こ
う
言
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
私
は
こ
う
思
う
。

「
佐
井
村
は
、
交
通
規
則
が
守
ら

れ
、
安
全
な
村
だ
ご

こ
う
も
言
わ
れ
て
み
た
い
も
の
だ
。

い
や
、
必
ず
で
き
る
。
佐
井
村
全

村
民
の
心
が
一
つ
に
な
れ
ば
。

交

通

ル

ー

ル

佐
井
中
一
年

若
山
佐
知
子

交
通
安
全
母
の
会
や
、
お
ま
わ

り
さ
ん
、
毎
日
、
交
通
安
全
運
動

ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
私
達
の
た
め

に
も
、
い
ろ
い
ろ
し
て
下
さ
る
の

で
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

わ
た
し
が
今
、
こ
の
作
文
を
書
く

に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
一
番
は
じ
め

に
思
い
出
し
た
こ
と
を
一
つ
書
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
あ
る
年
の
夏
の
旅
行

の
帰
り
、
起
き
ま
し
た
。
佐
井
へ

の
バ
ス
に
乗
っ
て
い
て
、
む
つ
横

浜
の
辺
り
で
し
た
。
何
か
『
ガ
ッ

ン
ご

と
ぶ
つ
か
る
音
と
と
も
に

バ
ス
が
大
き
く
ゆ
れ
ま
し
た
。

（
何
か
起
こ
っ
た
の
か
な
…
？
）

私
は
思
い
ま
し
た
。
た
だ
バ
ス
が

道
か
ら
は
み
で
て
い
る
の
が
解
か

ごぞんじですか

乗車・積載方法
（道交法第５５条）

普
通
貨
物
自
動
車
の
荷
台
に
人

を
乗
せ
て
走
る
と
、
乗
車
、
積
載

方
法
違
反
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

荷
物
が
落
ち
な
い
よ
う
に
見
張
り

を
す
る
場
合
は
許
さ
れ
ま
す
。

罰

則

三
万
円
以
下
の
罰
金

反
則
金

普
通
車
四
千
円

点

数

一
点

り

ま
し

た

が
…

…
。

そ

う

、

そ

れ

が

交

通
事

故

だ

っ

た

の
で

す
。

バ
ス

か

ら
降
り

て
話

を

聞

く

と

反

対

車
線

の
車

が

、

か
な

り

の

ス

ピ

ー

ド
で

、

こ

の

バ
ス
に

ぶ
っ

か

っ

た
よ

う

で

す
。

（

何

て

い
う

こ

と

だ

ろ
う

…

…
。
）
し

ば
ら

く
し

て

（

私

に
は

、

か
な

り

長

く

感
じ

ら

れ

た
よ
う

で
す

が

）

「

ピ
ー

ポ
ー

、

ピ
ー

ポ
ー
／
・
」

救

急

車

が
来

ま
し

た
。

（

重

体

の
よ

う

だ

…
…

。）

後
で

、

わ

か
っ

た
の

で
す

が
、

そ

の

ぶ
つ

か

っ
て

き

た

車

は
、

お

ほ

ん
の

休

み

で
帰

っ

た

の

で
、

昼

間

か
ら
酒

を
飲

ん

で

運

転
し

て

い

た

そ
う

で
す

。

乗

っ

て

い

た
三

人

の

う

ち

、
二

人

死

亡

一

人

が
重

体

と

い
う

こ

と
で

し

た
。

バ

ス
に

ぶ

っ

か

っ
た

後

、
二

、
三

回

転
し

た

ら
し

い

の
で

、

あ

た
り

ま

え

と

い

え
ば
、
あ
た
り
ま
え
…
…
。

や
は
り
『
交
通
の
ル
ー
ル
』
を

守
っ
て
運
転
し
て
ほ
し
い
で
す
。

あ
の
事
故
で
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

自
分
の
命
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
し
、
他
の
人
の
龠
を
傷

つ
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
傷
つ
け

る
権
利
は
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら

私
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
道
路
を
使

い
た
い
と
思
う
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
が
ん
ば
っ
て
下

さ
い
。



交
通
安
全
お
茶
の
間
レ
ポ
ー
ト

松
本
「
今
日
は
ご
苦
労
さ
ん
」

母
の
会
で
、
安
全
週
間
で
も

な
い
の
に
黒
岩
の
道
路
で
Ｉ

列
二
列
と
大
き
く
紙
に
書
い

て
持
っ
て
、
何
か
あ
っ
た
の

が
。

交
母
「
「

イ
」

中
学
生
の
登
校
、
下
校
の
街

頭
指
導
で
す
。
先
日
大
間
警

察
署
で
、
三
町
村
の
会
議
の

中
で
、
佐
井
中
の
登
校
、
下

校
の
マ
ナ
ー
の
低
下
が
目
立

ち
過
ぎ
て
い
る
と
、
厳
重
な

注
意
が
あ
っ
た
の
で
、
子
供

達
の
責
任
は
私
達
母
親
に
も

あ
り
ま
す
か
ら
、
と
り
あ
え

ず
様
子
を
見
な
が
ら
。

滝
本
「
昨
日
か
ら
先
生
も
立
っ
て

応
援
し
て
る
よ
う
だ
の
ご

私
た
ち
も
応
援
し
ね
ば
、
子

ど
も
が
な
い
け
ど
さ
、
村
の

た
め
だ
も
の
母
の
会
で
中
学

生
を
持
つ
お
母
さ
ん
か
ら
も

助
け
て
も
ら
っ
て
さ
。
み
ん

な
で
こ
の
実
態
を
見
て
感
じ

て
、
力
借
し
て
も
ら
え
ば
い

い
っ
て
ば
。

宮
川

子
供
が
さ
、
話
し
し
な
が

ら
帰
る
気
持
ち
は
わ
か
ら
な

く
は
な
い
け
ど
、
他
県
ナ
ン

ー

バ
ー
も
多
く
な
っ
て
来
て
い

る
し
、
飛
ば
し
て
走
る
車
か

ら
、
あ
の
三
列
四
列
、
今
だ

き
や
五
列
の
と
き
も
あ
る
し
。

必
ず
犠
牲
者
が
出
る
か
も
よ
。

こ
の
ま
ま
だ
と
危
険
だ
よ
。

交
母
「
本
当
に
心
配
か
け
て
す
み

ま
せ
ん
ご

車
が
子
ど
も
た
ち
を
よ
け
て

通
る
な
ん
て
、
私
た
ち
母
の

会
の
指
導
不
足
の
現
れ
と
反

省
し
て
い
ま
す
。
毎
年
家
庭

の
中
で
の
話
し
合
い
の
重
点

に
も
な
っ
て
い
ま
す
が
、
つ

い
子
供
た
ち
が
話
し
に
夢
中

に
な
り
、
車
に
迷
惑
を
か
け

て
い
る
よ
う
で
す
。
対
応
策

を
考
え
な
い
と
。

松
本

ま
あ
、
住
宅
地
の
道
路
へ

入
れ
ば
余
り
心
配
な
い
。
し

か
し
、
黒
岩
の
通
り
、
数
百

メ
ー
ト
ル
の
区
間
が
心
配
だ

な
あ
。

宮
川

佐
井
村
で
、
歩
行
者
の
事

故
が
起
き
て
い
な
い
こ
と
が

私
た
ち
を
は
じ
め
と
し
、
油

断
に
な
っ
て
い
る
か
も
知
れ

な
い
け
ど
、
事
故
が
起
き
て

か
ら
で
は
遅
い
よ
。

洋
子

こ
れ
は
安
全
週
間
だ
け
で

は
習
慣
づ
け
ら
れ
ま
せ
ん
よ
。

長
い
長
い
指
導
が
必
要
で
す

よ
。
小
学
生
を
持
つ
お
母
さ

ん
か
ら
も
応
援
し
て
も
ら
う

と
い
い
よ
。
中
学
校
に
あ
が

る
前
に
先
輩
を
見
て
お
。く
っ

て
こ
と
。

交
母

佐
井
村
交
通
安
全
対
策
協

議
会
の
中
で
提
案
し
て
、
大

勢
の
力
を
お
借
り
す
る
よ
う

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈
蛯
名
駐
在
の
声
〉

今
回
の
お
茶
の
間
レ
ポ
ー
ト
の

話
題
は
、
子
ど
も
の
あ
る
な
し

に
限
ら
ず
、
み
ん
な
の
心
配
に

な
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
方
か

ら
の
立
場
や
声
も
一
度
聞
い
て

見
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ

そ
の
機
会
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

交通安全映写会六
月
二
十
八
日
、
原
田
地
区
で

交
通
安
全
の
映
写
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
原
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
ク
ラ
ブ

交
通
安
全
毋
の
会
の
み
な
さ
ん
が

集
り
、
「
ゼ
ロ
の
提
言
」
と
い
う

映
画
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
映
画
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
道

路
を
利
用
す
る
立
場
か
ら
の
交
通

事
故
、
現
場
、
死
者
な
ど
を
目
の

前
に
見
て
、「
佐
井
村
原
田
地
区
は

佐
井
村
の
表
玄
関
と
も
言
え
る
地

区
な
の
で
、
交
通
道
徳
を
し
っ
か

り
身
に
つ
け
て
、
交
通
事
故
に
あ

わ
な
い
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
ご

と
金
沢
総
代
よ
り
あ
い
さ
つ
か
お

り
、
駐
在
さ
ん
か
ら
、
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
千
日
達
成
の
囗
が
真
近
で

す
。
み
ん
な
で
力
を
合
せ
て
達
成

さ
せ
よ
う
。
と
力
強
い
指
導
が
あ

り
ま
し
た
。

千

。
９
達
成
が
楽
し
み
の
原
田
の

み
な
さ
ん
で
す
。

お願い夜
の
自
転
車
利
用
者
に
よ
る
無

燈
火
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
だ
け
の
満
足
は
、
相
手
に

大
変
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
か
ら
、
車
に
も
、
歩
行
者
に

も
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
な

心
使
い
が
必
要
で
す
。

自
転
車
の
無
燈
火
に
つ
い
て
、

家
族
み
ん
な
で
、
と
な
り
近
所
の

お
茶
の
み
で
よ
く
話
し
合
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
。

テ

ン
、卜
村
に
マ
ス
コ

ッ
ト

七
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日

ま
で
、
交
通
安
全
テ
ン
ト
村
作
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

他
県
ナ
ン
バ
ー
の
車
に
交
通
安

全
を
願
う
た
め
「
ヒ
バ
の
マ
ス
コ

ッ
ト
」
が
下
北
ヒ
バ
エ
芸
企
業
組

合
か
ら
贈
ら
れ
、
二
百
台
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
、



税
務
だ
よ
り

お酒や品物に

かかる税金

酒
税
は
、
清
酒
や
ビ
ー
ル
な
ど

の
お
酒
に
か
か
る
税
金
で
、
物
品

税
は
、
宝
石
類
や
ゴ
ル
フ
用
品
、

自
動
車
な
ど
主
に
装
飾
品
や
娯
楽

用
品
、
し
好
品
な
ど
に
か
か
る
税

金
で
す
。

こ
れ
ら
の
間
接
税
は
、
税
金
を

納
め
る
の
は
商
品
の
製
造
者
や
小

売
業
者
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
税
金

は
商
品
の
価
格
の
中
に
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
最
終
的
に
は
商
品
を

買
っ
た
消
費
者
が
税
金
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

８ 月 ３１ 日 は

村 県 民 税（ 第 ２ 期 ）

の 納 期 限 で す
Ｏ

納期内納付にご協力ください

ダ
イ
ヤ
の
指
輪

乗
用
自
動
車
（
一
、
五
〇
〇
Ｃ
Ｃ
）

ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

冷
蔵
庫
（
二
〇
〇
君
）

化
粧
ク
リ
ー
ム

レ
コ

ー
ド

ピ
ア
ノ

腕
時
計

ラ
ジ
カ
セ

カ
メ
ラ 品

名

〈

物

品

税

〉

清
清
特
級
（
一
・
ハ
リ
ッ
ト
ル
）

清
酒
一
級
（

丁

ハ
リ
ッ
ト
ル
）

清
酒
二
級
（
一
・
ハ
リ
ッ
ト
ル
）

し
よ
う
ち
ゅ
う
（
甲
類
二
五
度
）
（

丁

ハ

リ
ッ
ト
ル
）

ビ
ー
ル

（

六
＝一
三
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）

ウ
イ
ス
キ
ー
特
級
（
七
六
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）

ウ
イ
ス
キ
ー
一
級
（
七
二
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）

ウ
イ
ス
キ
ー
ニ
級
（

六
四
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）

酒

類

〈
酒

税

〉

四
六
〇
、
〇
〇
〇
円

一
、
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

【

五
〇
、
〇
〇
〇
円

一
五
〇
、
〇
〇
〇
円

二
、
〇
〇
〇
円

二
、
〇
〇
〇
円

六
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

二
〇
、
〇
〇
〇
円

四
〇
、
〇
〇
〇
円

五
〇
、
〇
〇
〇
円

小

売

価

格
二
、
七
三
〇
円

一
、
八
七
〇
円

一
、
三
八
〇
円

九
八
〇
円

三
一
〇
円

三
、
一
七
〇
円

匸

八
四
〇
円

六
七
〇
円

小
売
価
格

六
〇
、
〇
〇
〇
円

一
四
二
、
三
七
九
円

二
〇
、
〇
〇
〇
円

一
一
、
九
三
四
円

一
四
、
七
五
〇
円

四
九
円

二
（

九
円

五
三
、
一
二

七
円

八
五
四
円

三
、
三
九
一
円

四
、
＝一
六
九
円

税

額

一
、
〇
九
五
円

五
〇
三
円

一
九
四
円

【

四
一
円

一
五
一
円

一
、
五
九
四
円

七
九
二
円

一
八
九
円

酒

税

額

匸
一
・
〇
％

一

】
・
九
％

【

○
・
○
％

八
・
〇
％

九
・
八
％

二
・
五
％

八
・
五
％

八
・
九
％

四
・
三
％

八
・
五
％

八
・
七
％

負

担

率

四
〇
・
一
％

二
六
・
九
％

一
四
・
一
％

一
四
・
四
％

四
八
・
八
％

五
〇
・
三
％

四
三
・
【
％

二
八
・
三
％

負

担

率

税の相談は

税務相談室へ

「

住
宅
取

得

控
除

を

受

け

る

た

め

に

は

ど
う

す

れ

ば
よ

い
か
」

と

か

「

土
地

や

建

物
を

売

っ

た

と
き

の

税

金

は

ど
う

な

る

の

か

」
な

ど
、

税

金

に
関

し

て

お

分

り

に
な

ら

な

い
点

は

あ
り

ま

せ

ん

か
。

税

に
関

す

る
こ

と

は
テ

レ

ホ

ン

サ
ー
ビ
ス
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〈
税
務
相
談
室
青
森
分
室
〉

容
○
一
七
七
－

二
三
上

ご
二
七
九

年

金

だ

よ

り

●
年
金
制
度
が
改
正
さ
れ
、
基
礎

年
金
の
導
入
に
よ
り
「
一
人
一
年

金
制
」
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
厚
生
千
金
な
ど
の

障
害
年
全
受
給
者
が
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
て
い
た
と
き
と
、
従

来
の
国
民
年
金
の
障
害
福
祉
年
金

な
ど
の
受
給
者
が
国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
期
間
を
追
納
し
た
と
き

に
お
い
て
も
、
将
来
老
齢
基
礎
年

金
を
併
せ
て
受
給
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
人
た
ち
に
は
保

険
料
を
納
付
し
た
期
間
に
つ
い
て

一
年
に
つ
き
二
万
四
千
円
の
特
別

一
時
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
特
別
一
時
金
を
請
求
で
き

る
の
は
、
老
齢
年
金
な
ど
の
受
給

資
格
期
間
を
満
た
し
た
と
き
と
、

将
来
と
も
障
害
の
程
度
が
減
退
し

な
い
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
一
度
こ
の
特
別
一
時
金

を
受
け
る
と
、
今
後
の
年
金
額
の

期
間
計
算
に
生
き
ま
せ
ん
の
了
圧

意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
す
で
に
障
害
年
金
の
受

給
権
が
消
滅
し
て
い
る
と
き
と
、

老
齢
年
金
の
請
求
を
し
て
い
る
と

き
、
お
よ
び
、
拠
出
制
の
障
害
年

金
や
母
子
年
金
な
ど
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
と
き
に
は
特
別
一
時
金

の
請
求
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
手
続
き
や
お
問
い
合

せ
に
つ
い
て
は
、
役
場
民
生
相
談

課
年
金
の
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

●
八
月
十
五
日
は
、
我
が
村
の
成

人
式
で
す
。
晴
れ
て
大
人
の
仲
間

入
り
を
す
る
二
十
歳
の
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
権

利
と
義
務
が
発
生
し
ま
す
が
、
国

民
年
金
の
加
入
も
大
切
な
義
務
と

権
利
の
一
つ
で
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
若

い
人
に
、
老
後
の
こ
と
は
ピ
ン
ト

こ
な
い
で
し
ょ
う
が
、
現
在
わ
が

国
は
世
界
一
の
長
寿
国
で
す
。

老
後
の
生
活
が
長
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
公
的
年
金
が
重
要
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
は
老
後
の
生

活
だ
け
で
な
く
、
若
い
と
き
で
も

万
一
の
事
故
や
病
気
な
ど
で
障
害

者
や
母
子
家
庭
の
と
き
に
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
は
、

会
社
の
方
で
手
続
き
を
し
て
く
れ

ま
す
が
、
自
営
業
者
な
ど
は
自
分

で
役
場
の
国
民
年
金
係
に
手
続
き

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
十
歳
の
ス
タ
ー
ト
で
出
遅
れ

る
と
、
将
来
の
受
け
る
年
金
に
影

響
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
国
民

年
金
に
加
入
し
、
し
っ
か
り
納
付

し
ま
し
ょ
う
。



投稿

随
想
「
過
疎
か
過
密
か
」

去
る
六
十
年
の
国
勢
調
査
の
結

果
、
佐
井
村
も
人
口
減
か
ら
過
疎

の
村
に
指
定
さ
れ
た
。
過
疎
進
行

は
憂
慮
さ
れ
る
現
象
だ
け
に
、
議

会
等
に
お
い
て
も
振
興
対
策
が
村

の
重
要
課
題
と
し
て
論
議
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

過
疎
地
と
は
、
人
口
や
産
業
が

少
な
す
ぎ
て
、
防
災
、
教
育
、
医

療
活
動
な
ど
が
停
滞
し
、
地
域
住

民
が
一
定
の
生
活
水
準
を
維
持
出

来
な
く
な
っ
た
状
態
を
指
し
て
い

ま
す
が
、
さ
り
と
て
単
に
人
口
が

多
け
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
も

な
い
と
思
う
。

昭
和
三
十
年
以
降
、
高
度
経
済

成
長
政
策
に
よ
り
、
産
業
と
人
口

が
都
市
に
集
中
し
、
環
境
や
施
設

の
整
備
が
追
い
つ
か
ず
、
通
勤
難

路
上
交
通
マ
ヒ
、
住
宅
や
水
不
足

公
害
問
題
で
悩
む
過
密
都
市
住
民

は
、
む
し
ろ
不
幸
に
思
わ
れ
て
な

ら
な
い
。

最
近
の
統
計
で
は
、
日
本
人
の

平
均
寿
命
が
ま
た
伸
び
、
世
界
一

の
長
寿
国
と
な
っ
た
、
と
報
道
さ

れ
て
い
る
が
、
将
来
寿
命
に
地
域

差
が
生
じ
て
く
る
と
思
う
。
過
疎

地
域
の
平
均
寿
命
は
八
十
二
歳
、

過
密
都
市
の
平
均
寿
命
は
七
十
歳

と
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
過

密
地
域
で
ス
ト
レ
ス
の
蓄
積
と
空

気
汚
染
の
中
で
健
康
保
持
は
困
難

と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

農
作
物
に
し
ろ
山
林
に
し
ろ
、

密
植
の
ま
ま
で
は
共
倒
れ
で
、
間

引
き
や
間
伐
を
強
め
る
だ
け
良
い

結
果
が
得
ら
れ
る
。

ま
た
、
昨
年
佐
井
、
原
田
沖
の

一
部
地
区
に
、
ウ
ニ
の
椎
具
が
異

常
発
生
し
、
過
密
状
態
で
い
る
か

県
水
産
振
興
課
で
海
中
調
査
の
結

果
「
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
身
は

入
ら
な
い
し
、
海
底
を
枯
ら
し
て

し
ま
う
。
適
量
で
こ
そ
宝
だ
が
過

密
で
は
害
虫
に
等
し
く
な
る
。
半

分
以
下
に
減
ら
す
べ
き
だ
」
と
忠

告
し
て
い
る
。

動
植
物
を
問
わ
ず
、
過
密
現
象

こ
そ
大
問
題
で
あ
る
。
人
口
が
少

な
く
と
も
隣
人
愛
に
よ
り
心
に
ゆ

と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
村
こ
そ

理
想
郷
で
は
あ
る
ま
い
か
。
過
疎

振
興
対
策
が
物
量
を
求
め
る
だ
け

で
な
く
、
心
豊
か
な
人
づ
く
り
を

目
指
し
、
未
来
に
希
望
の
も
て
る

政
策
を
樹
て
る
こ
と
を
念
願
し
て

止
ま
な
い
。

三
八
生

Ｊ

歳

時

記

雷

『
○
○
に
か
み
つ
か
れ
る
と
、

雷
が
鳴
る
ま
で
離
さ
な
い
』

さ
て
、
あ
な
た
な
ら
、
こ
の
○

○
に
何
と
入
れ
ま
す
か
。
ヤ
モ
リ
、

ト
カ
ゲ
、
カ
マ
キ
リ
、
ヒ
ル
、
ス

ッ
ポ
ン
そ
れ
と
も
カ
ブ
ト
ガ
ニ
？

ど
れ
が
正
解
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
全
国
各
地
に
い
ろ
い

ろ
な
言
い
伝
え
が
あ
る
の
で
す
。

そ
れ
と
、
雷
に
つ
い
て
一
番
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
腹
を
出
し

た
子
供
を
戒
め
る
時
に
言
う
「
雷

が
へ
そ
を
取
る
」
と
い
う
話
。

雷
を
防
ぐ
方
法
に
つ
い
て
も
、

い
ろ
い
ろ
な
言
い
伝
え
が
あ
り
ま

す
。
『
桑
原
、
桑
原
』
と
唱
え
る

と
い
う
の
は
た
い
て
い
の
人
が
知

っ
て
い
ま
す
。
一
説
に
よ
る
と
。

『
桑
原
』
は
菅
原
道
真
（
八
四
五

～
九
〇
三
）
の
所
領
で
あ
っ
た
土

地
の
名
で
、
一
度
も
雷
が
落
ち
な

か
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
、

落
雷
を
防
ぐ
睨
丈
に
な
っ
た
と
い

い
ま
す
。
ま
た
、
雷
は
桑
の
木
が

嫌
い
だ
か
ら
と
か
、
大
切
な
桑
畑

が
雷
で
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
い

う
願
望
ら
し
い
、と
の
説
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
カ
ヤ
の
中
に
入

る
と
い
い
と
か
、
年
越
し
の
豆
を

食
べ
る
と
助
か
る
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
雷
が
鳴
る
と
稲
が
よ
く

実
る
と
か
、
寒
中
の
雷
は
千
ば
つ

の
前
ぶ
れ
と
い
う
よ
う
な
子
言
め

い
た
言
い
伝
え
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
わ
ざ
や
言
い
伝

え
の
真
偽
は
別
と
し
て
、
落
雷
に

よ
る
被
害
で
昨
年
も
七
人
（
全
国
）

が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
八
月
三
十

日
か
ら
九
月
五
日
ま
で
は
防
災
週

間
で
す
。
災
害
に
は
い
ろ
い
ろ
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
落
雷
の
被

害
へ
の
認
識
も
新
た
に
し
、
災
害

に
対
す
る
日
ご
ろ
の
備
え
を
強
化

し
ま
し
ょ
う
。



消
火
器
の
悪
質
な

訪
問
販
売
に
ご
注
意

最
近
、
車
力
村
、
深
浦
町
、
三

厩
村
な
ど
で
、
留
守
中
の
老
人
な

ど
が
、
消
火
器
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン

を
消
防
署
な
ど
公
的
機
関
の
職
員

と
思
い
込
み
「
市
価
よ
り
高
額
」

の
も
の
を
「
必
要
以
上
の
本
数
」

買
っ
て
し
ま
い
、
後
で
解
約
を
申

し
出
た
が
応
じ
て
も
ら
え
な
い
と

い
う
苦
情
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

消
火
器
は
火
災
予
防
に
大
変
役

立
つ
も
の
で
す
。

し
か
し
、
法
律
で
各
家
庭
に
設

置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
消
防
署
な
ど
公
的

機
関
が
販
売
し
た
り
、
あ
っ
旋
す

る
こ
と
は
絶
体
に
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
次
の
よ
う
な
セ
ー
ル
ス
マ
ン

が
来
た
ら
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
法
律
で
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
説
明
を
す
る
。

○
消
防
署
や
そ
の
関
係
機
関
か
ら

派
遣
さ
れ
て
来
た
よ
う
に
思
い

込
ま
せ
る
。

○
「
お
宅
の
消
火
器
は
、
有
効
期

限
が
切
れ
て
い
る
の
で
罰
せ
ら

れ
る
」
な
ど
と
言
っ
て
、
同
意

も
し
て
い
な
い
の
に
強
引
に
交

換
し
よ
う
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
す
ぐ
に

消
防
署
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
一
人

で
居
る
と
き
に
来
て
、
購
入
の
判

断
が
っ
か
な
い
場
合
は
、
家
族
の

帰
り
を
待
つ
か
、
隣
近
所
の
人
に

相
談
す
る
な
ど
し
て
、
慎
重
に
考

え
て
決
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
訪
問
販
売
で
消
火
器
を

購
入
し
、
代
金
を
仝
額
支
払
っ
て

い
な
い
場
合
、
七
日
以
内
は
無
条

件
で
返
品
し
解
約
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
民
生
相
談
課

か
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
○
一

七
七
－

二
二
－

三
三
四
三
）
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

８月は電気使用安全月間です

例
年
、
感
電
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
り
亡
く
な
ら
れ
る
方
は
、

全
国
で
相
当
の
人
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
い
た
ま
し
い

感
電
死
傷
事
故
を
な
く
す
よ
う
、
毎
年
八
月
に
通
産
省
の
主

唱
の
も
と
に
電
気
使
用
安
全
運
動
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま

す
。
電
気
災
害
を
防
止
す
る
に
は
、
不
良
の
電
気
設
備
を
な

く
し
、
み
ん
な
で
電
気
の
取
扱
い
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

満１歳になります

奥本智彦ちゃん

（悟・優子）

古佐 井

戸籍の窓口
７月１５日現在

○ お誕 生 お め で と う

田 中 俊 也（秀博）福 浦

若 山 真 清（典夫）古佐井

宮 川 舞（豊彦）矢 越

○ ご 結 婚 お め で と う

（小 郷 邦 男 川崎市

若 山 文 子 古佐井

（細 間 孝 広 長 後

庭 田 奈栄子 川内町

○ おくやみ申し上げ ます

金 沢 初 夫（一夫）大佐井

磯 川 勝三郎（ 博 ）古佐井

一一 一 一 一一６月３０日現在人口（前月比）

男 ２，０２６ （－１）
女 １，９９８ （＋８）
計 ４，０２４ （＋７）
世帯数 １，１３１ （＋３）

〈

お

わ

、び

〉

七

月

号

表

紙

の
主

な

内

容

で

、

父

母

だ
よ

り

は

、
交

母

だ

よ
り

の

誤

り

で
す

。

三

ペ
ー

ジ
写

真

で

、

振

わ
う

は

賑

わ
う

の

誤
り

で

す
。

六

ペ
ー

ジ
下

段

三
行

目

の
休

は

体

の

誤
り

で
す

。

訂
正

し

て

お

わ

び
い
た
し

ま
す
。
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